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平成24年
10/1 [月] ― 10/31 [水] 特別講演会「礼法はいかにして伝えられたか」
主催　筑波大学附属図書館　/ 図書館情報メディア系
会場　筑波大学附属図書館（中央図書館貴重書展示室）
　　　　　　※10/27 [土]・28 [日]は閉室
10/8[月・祝]  13:30-15:30
講師　綿抜豊昭
筑波大学図書館情報メディア系教授　
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― 
明治時代に礼法はいかにして伝えられたか
―出版メディアを中心に―
平成 24 年度筑波大学附属図書館特別展（図書館情報大学・筑波大学統合10周年記念）
明治時代の女子教育において、礼法教育は重要な位置をしめています。
それは学校教育でなされるとともに、家庭教育においてもなされました。
その教材は、学校教育では教科書が中心となりましたが、学校外では、
教科書的なものの他に、錦絵、双六といった「遊び感覚」なものも用いら
れ ま し た。本 特 別 展 で は、教 科 書、お よ び こ れ ら「遊 び 感 覚」な
ものを展示することによって、明治時代に礼法がどのように伝えられた
かを視覚的に理解することを目的とします。
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